
岡 高橋しげる選手、閉幕以来の
ポール・トヲ・ヲィンでシリーズチャンピオンに!舵初

l ・ ~I:lミラージュ力ゆ
東北シリーズ

史上初、閉幕以来全戦ポール トゥ・ ウィンの快挙達成の高橋選手の走りと、 表彰台での喜びのハンザイ。

IOfJ241二lけつ)・25(LI)、'98ミラージ、ユカップ・東北シリーズ最終戦が'[;r城県「スポーツランド

SUGOJでIml保されました。参加l'子選出走は28台、決勝は27台。決勝主mの大紋は111[;れ。i;VJ

から大勢の飢衆がつめかけ、熱気に包まれる'1'でのIJfJm:となりました。

注目はCMSC仙台の高橋しげる選手。 閉幕以米4ii現iA統でポール・トゥ・ウィンとし寸圧倒

的な~!Uさを見せつけてきました。 ミラージュカァプ・ シリーズ史上初の全勝、しかも 5!減速続の

ポール・トゥ・ウィンが述成される|瞬間は主IJ一五iJと近つeいていました。高橋選手は予選でlijl一

人コースレコードを記録し、ポール・トゥ・ウインの第一条件をクリア。2喬グリッドはCMSCI1i形

のエド・ムラサキ選f.で、虎視l沈今と5iillIJ野Iill止を狙っていました。

決勝はfillj選手ともまずまずスタート。激しいトッフ。争いが展開されましたが、後半に入ると、高

橋選手がエド ・ムラサキ選手をl秒、2秒と引き離し、やがて独走状態に入ります。そしてつい

に、その瞬間1はやって来ました。

レース後高橋選手は、 「うれしい!やりました。緊張しましたが、スタートでうまくエド・ムラサ

キ選手を抑えることができたのが勝因です。後半差が聞いたのは、相手(エド・ムラサキ選手

)のベースが落ちてきたからです。パーフェクトを意識したのはYJ!り3周くらいからです。とて

も一人ではできないことです。周りの皆さんに感謝しています。」とのコメント。場内アナウン

スも、ファイナルラップの最終コーナーの立ち上がりでは 「もう大丈夫だ。パーフェクトウイン逮 '98ミラージュ・力ップ東北シリーズ
成だ!Jとヒートァ、ノプ。史上初の開幕から5戦全勝、全戦ポール・トゥ・ウィンとし吟快挙。初の

シリーズチャンピオンをパーフェクトウィンで締めくくりました。

高橋しげる選手かSのコメント
昨シーズンは、最終戦までもつれ込んだ総合優勝が獲得てきず非常に残念な年だっただ

けに、 今シーズンは第1i淡から気合いを入れて臨みました。たくさんの方守の応援と期待もあ

り、5i践すべてをポール・トゥ・ウインという東北シリーズ初の、そして最高の成績で無事終了す

ることができました。1999年のシーズンはこれ以上の成綴(?)を目指し頑張りたいと思ってい

ます。応援いただいた背様、スポンサーの皆様大変ありがとうございました。
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1嶋田川ー加ツプ 11
シリース篇5戦 |目匝EIZド・ムラザキ選手、荒天の

富士で初優勝!シリーズチャンピオンに輝く!
'98ミラージュ・カープラザカップ・シリーズ第5iiiXが10月17F1U:)・

18R(I=j)宗士スピードウェイで、開flUされました。台風の影響で、雨・

胤ともに強い荒れたコンディション。今シーズン、ミラージ.ユ・カープラ

ザカップ・シリーズとミラージュカップ・東~tシリーズに参戦しtHt、 2

シリーズとも常にJJ立争いを続けるエド・ムラサキ選手は、予選でポ

ールポジションを獲得。 エド・ムラサキ選手は、 ~fスタートでトップを

キープ。中盤7周101までに追いかける選手が次々とコースアウトす

る11人快走を続けて独走状態。最後は21立を約15秒離してのポー

ル・トゥ・ウィン。シリーズ初優勝を飾り、シリーズポイントもトップ浮 L
ということになりました。エド・ムラサキ選手は「なぜだかわからない

けと、雨のときは速いんですよ。Jとの感想を詰ってくれました。

そして最終戦、こちらは台風の彬特で決勝 (8月301'1)が順延

となり、 11月7LI(土Hこ出土スピードウェイで開催されました。天候

はと~り、コースコンディションはドライ。 2孫グリッドからのスタートと

なったエド・ムラサキ選手は、ここで2f.立に入ればシリーズチャンピ

オン総定です。レースは、ポールポジションの久保選手とエド・ムラ

サキ選手を合め4台での接近ノtトル。-11寺、エド・ムラサキ選手は

31Ff手に後退しますがファイナルラッフaで再び2番手をイれ、返し、

そのままチェッカーフラッグ。エド・ムラサキi握手にとって初のシリ

ーズチャンピオンを見事手にすることができました。

エド・ムラサキ選手からのコメント 一一一
1998年は色今な必iJ味でたくさんの新しい経験をしました。1'1Jめ

てノiょったサーキットで得たものもたくさんありましたし、マシンセッ

力一プラザカップ初勝利を挙げたCMSC山形・エド・ムラサキ選手の走りと、シリーズチャンピオン決定の笑顔。

ことで、伐1;1身の未熟さを州i!慈してし、ます。

しかし、北のサーキットは伐に新たな緊'jN

感を 'jえてくれました。レース全体で-i'5・え

ると、マシン的にはアドバンテージ、カミあった

のですが、完全にそれを活かしきってJlと

れていなかったのでまだまだ勉強すること

'98ミラージュ・力一ブラザーカップ・シリーズ

;:):;;\~5~~ ~ ~~ ~ t~~ ~t~I~~ j ~ ;~:~ J~ ~J~:~~ 
テイングもスリックタイヤも初めての経験だったので一つ一つがと がたくさんあると思っています。今年得た
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ても勉強になり、本当に自分のなかに得たものがたくさんありまし 経験をこれからももっとfl'iみmねたいなl味

た。Ix~tìとしては、カープラザではチャンピオンを取れたのですが、 も合めて、来fドはインターカ‘ノプに挑戦して

*北シリーズではIIJ野もできないままシリーズ21liーになってしまった し、きたいと考えています。

臨SIZE-=Z主基J.z::l民主孟;量

・lBl込珪高雄.. 圃 BI鎌田豊選手最終戦も制して、
シリーズチャンピオンに花をそえる!

CMSC道北・鎌田豊選手
'98ラリーアート・
ドライバー・オブ・ザ・イヤー
ラリー部門も獲得!!
CMSC道北・鎌m~~':" 選手は'98全日本ラリー選手権 (4輪験

動部l"llBクラスに参戦し、全9lii!(中6J践しベスト5戦の有効

ポイントでのパーフェクトチャンピオンを述成。'98ラリーアー

ト・ドライバー・オプ・ザ・イヤーラリ一部門を受賞しました。'94

1ド全日本ラリー~f.権/Bクラスシリースoチャンピオンを獲

待し初受賞以来、4'.loぶり2度目の受賞となりました。 '98ラリ 7 ト・ドライバ田オブザ・イヤー受賞式での鎌田選手.

'98全1'1本ラリー選7杓 (4輸駆動i¥III"J)の1，*終戦 「羽';26同M.C.S.Cラリー

ハイランドマスターズ'98J が 10月 l 7rl ( f:)・ 18 L1(1I ) 岐阜 V，~l;吉 Ll.JrIrの l判、岐

阜県人目yj"liJI~~lií位山スキー tt)jJ をスタート・ゴールにして行われました。天

候は台風10 ~~.の JE科で激しい風雨。 SSは5本がキャンセルされ合計 10本、

SS総脱出ftは予定の78.6kmから約41.8kmに短縮されました。

Bクラスはi詰終lii!(の今li'ilも参加fift全半がミラージュ (CC4A)。前i淡に今シー

ズンMのリタイアをしたものの、今季51[容を挙げ、イi効ポイントでのパーフェクト

チャンピオンが決定しているCMSC道北の鎌田弘L選手は、全てのSSでトップ

タイムを記録し、第 I ステージ1Jf.J ~fìから第3ステージ終了まで一度もトッフ。を Il月

け波さないジ己目?な!勝利。 1!!\敵といった ~IJj訴で、シリーズチャンヒ。オンに花をそ

える6IJHIを挙げ、今シーズンを締めくくりました。21.止には|司じ道北の鳩山F健

太郎選手が人り、道北勢のワンツーフィニッシュとb、う花丸っきの結'*でした。

鎌田豊選手かSのコメント
1998年はラリー形態が大きく変わり、全日本戦は2輪1，¥1兎印Jと4輪駆動に分け

られました。4輸I，¥K動部門に出場するため、車両をCC4Aにしました。クロスミ

ッション、エンジンと大幅なチューニングが可能になり、パワー不足と言われて

いたCC4Aも俄然速い車になりました。車の11日発も先行できたので、ライバル

に大きな差をつけてチャンピオンになることができました。CC4Aはたしかに

占い車ではありますが。とても性能の良い車ですよ。残念だったのは、勝て

たラリーを務としてしまったこと。しかし、満足できるI年でした。

スポンサー作社、応援してくれた皆様には大変感謝しております。ありがとう

ございました。
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